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第一部【企業情報】 

第１【企業の概況】 

１【主要な経営指標等の推移】 

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。 

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。 

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しており

ません。 

回次 
第75期 

第２四半期連結
累計期間 

第75期 
第２四半期連結

会計期間 
第74期 

会計期間 

自平成20年 
４月１日 

至平成20年 
９月30日 

自平成20年 
７月１日 

至平成20年 
９月30日 

自平成19年 
４月１日 

至平成20年 
３月31日 

売上高（百万円） 70,594 41,677 148,855 

経常利益（百万円） 782 1,708 3,385 

四半期（当期）純利益（百万円） 312 938 1,853 

純資産額（百万円） － 61,666 62,259 

総資産額（百万円） － 103,961 114,260 

１株当たり純資産額（円） － 2,353.36 2,350.47 

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円） 
11.89 35.83 69.98 

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円） 
－ － － 

自己資本比率（％） － 59.3 54.5 

営業活動による 

キャッシュ・フロー（百万円） 
△1,954 － △453 

投資活動による 

キャッシュ・フロー（百万円） 
△1,765 － △16,857 

財務活動による 

キャッシュ・フロー（百万円） 
△661 － △451 

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円） 
－ 15,634 20,015 

従業員数（人） － 3,409 3,321 
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２【事業の内容】 

 当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社、当社の連結子会社３社及び持分法適用関連会社１社）

が、営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 

３【関係会社の状況】 

 当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 

４【従業員の状況】 

(1）連結会社の状況 

(2）提出会社の状況 

平成20年９月30日現在

従業員数（人） 3,409   

平成20年９月30日現在

従業員数（人） 3,309   
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第２【事業の状況】 

１【生産、受注及び販売の状況】 

(1）生産実績 

 当社グループは、お客様からの受注販売を基本として情報ネットワークサービス、保守サービス、コンストラク

ションサービスを提供しており、その品目・形態は広範囲かつ多種多様であります。このため、生産実績を定義す

ることが困難であり、また生産実績を金額あるいは数量で示すことの意義が薄く、生産実績の記載を省略しており

ます。 

  

(2）受注状況 

 事業の種類別セグメントを記載していないため、当第２四半期連結会計期間の受注状況を事業部門別に示すと、

次のとおりであります。 

 （注） 金額には消費税等は含まれておりません。 

(3）販売実績 

 事業の種類別セグメントを記載していないため、当第２四半期連結会計期間の販売実績を事業部門別に示すと、

次のとおりであります。 

 （注） 金額には消費税等は含まれておりません。 

区分 受注高(百万円) 前年同期比（％） 受注残高(百万円) 前年同期比（％）

情報システム 10,845 － 15,114 － 

ソフトウェアサービス 20,933 － 22,126 － 

情報ネットワークサービス 計 31,778 － 37,240 － 

保守サービス 計 2,868 － 95 － 

コンストラクションサービス 計 2,950 － 2,594 － 

合計 37,597 － 39,930 － 

区分 金額（百万円） 前年同期比（％） 

情報システム 12,988 － 

ソフトウェアサービス 22,911 － 

情報ネットワークサービス 計 35,900 － 

保守サービス 計 2,893 － 

コンストラクションサービス 計 2,884 － 

合計 41,677 － 
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２【経営上の重要な契約等】 

 当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

３【財政状態及び経営成績の分析】 

 （1）経営成績 

 当社グループは、従来から取り組んできましたコンサル型営業スタイルによる自社ソリューションの強化に加え、

今年度より東京を中心とした成長市場への一層のリソースシフトと中小市場における新しいビジネスモデルを開始す

るなど新たな事業活動を展開いたしました。 

 当第２四半期連結会計期間における受注高は37,597百万円、売上高は41,677百万円となりました。 

 損益につきましては、売上原価の削減による売上総利益の伸長もあり、営業利益は1,946百万円となりました。経

常利益は1,708百万円、四半期純利益は938百万円を計上いたしました。 

〔情報ネットワークサービス〕 

 情報ネットワークサービスの売上高は、35,900百万円となりました。 

 このうち、ハードウェアから成る情報システムの売上高は12,988百万円となりました。また、ソフトウェアサービ

スの売上高は、ＩＴマネジメントサービス等のソリューションサービスが好調で、22,911百万円となりました。 

〔保守サービス〕 

 保守サービスの売上高は、平成19年10月に東日本地区の保守業務の一部を株式会社エフサス・テクノ東日本へ移管

したことに伴う影響もあって、2,893百万円となりました。 

〔コンストラクションサービス〕 

 コンストラクションサービスの売上高は、IP-PBXを中心に通信システム工事が堅調に推移したものの、大型の情報

システム工事やオフィス移転工事が減少したため、2,884百万円となりました。 

 （2）財政状態 

 当第２四半期連結会計期間末の総資産は103,961百万円（第１四半期連結会計期間末比7.9％増）、純資産は61,666

百万円（同1.1％増）とそれぞれ増加しました。 

 資産及び負債では、受取手形及び売掛金が10,682百万円、支払手形及び買掛金が5,643百万円それぞれ増加し、た

な卸資産が1,437百万円減少しました。これは、第２四半期連結会計期間に売上が増加したことに伴うものでありま

す。純資産の増加は、四半期純利益（第２四半期連結会計期間）938百万円の計上によるものであります。 

 （3）キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物（以下、資金という)の残高は、15,634百万円（第１四半期連

結会計期間末比5.4％減）となりました。 

 資金の増加要因としては、税金等調整前四半期純利益の計上1,654百万円、たな卸資産の減少1,437百万円、仕入債

務の増加5,643百万円、有価証券・投資有価証券の売却による収入1,048百万円などがありました。 

 一方で、売上債権の増加10,676百万円、有価証券・投資有価証券の取得1,018百万円など、資金の減少要因が全体

として上回りました。 

 （4）事業上及び財務上の対処すべき課題 

 当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。 

 （5）研究開発活動 

 当第２四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、119百万円であります。 

 なお、当第２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。 
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第３【設備の状況】 
(1）主要な設備の状況 

 当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な変更はありません。 

(2）設備の新設、除却等の計画 

 当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除去等につ

いて、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除去、売却等の計画はあ

りません。 
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第４【提出会社の状況】 

１【株式等の状況】 

（１）【株式の総数等】 

①【株式の総数】 

②【発行済株式】 

（２）【新株予約権等の状況】 

 該当事項はありません。 

（３）【ライツプランの内容】 

 該当事項はありません。 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】 

種類 発行可能株式総数（株） 

普通株式 48,000,000 

計 48,000,000 

種類 
第２四半期会計期間末現
在発行数（株） 
（平成20年９月30日） 

提出日現在発行数（株） 
（平成20年11月12日） 

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名 

内容 

普通株式 26,493,555 26,493,555 
東京証券取引所 

市場第一部 
－ 

計 26,493,555 26,493,555 － － 

年月日 
発行済株式総
数増減数 

（株） 

発行済株式総
数残高（株） 

資本金増減額 
（百万円） 

資本金残高 
（百万円） 

資本準備金増
減額(百万円) 

資本準備金残
高（百万円） 

平成20年７月１日～ 

平成20年９月30日  
― 26,493,555 ― 12,220 ― 11,811 
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（５）【大株主の状況】 

 （注）１．日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社および日本マスタートラスト信託銀行株式会社の所有株式数に

は、投資信託、年金信託など上記各社が信託を受けている株式がそれぞれ1,347千株および782千株含まれて

おります。  

２. アクサ・ローゼンバーグ証券投信投資顧問株式会社から平成19年1月18日付の大量保有報告書の写しの送付

があり、同日現在で1,329千株を保有している旨の報告を受けておりますが、当社として当第２四半期会計

期間末における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めておりません。 

なお、アクサ・ローゼンバーグ証券投信投資顧問株式会社の大量保有報告書の写しの内容は以下のとおりで

あります。 

大量保有者           アクサ・ローゼンバーグ証券投信投資顧問株式会社 

住所              東京都港区白金１丁目１７番３号 

保有株券等の数         株式 1,329,500株 

株券等保有割合         5.02% 

平成20年９月30日現在

氏名又は名称 住所 
所有株式数 
（千株） 

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％） 

富士通株式会社 
神奈川県川崎市中原区上小田中４丁目１番

１号 
13,922 52.55 

日本トラスティ・サービス信託銀行株

式会社 
東京都中央区晴海１丁目８番11号 1,364 5.15 

日本マスタートラスト信託銀行株式会

社 
東京都港区浜松町２丁目11番３号 786 2.97 

ステートストリートバンクアンドトラ

ストカンパニー505019 

(常代)株式会社みずほコーポレート銀

行兜町証券決済業務室 

AIB INTERNATIONAL CENTRE P.O. 

BOX 518 IFSC DUBLIN, IRELAND 

(東京都中央区日本橋兜町６番７号) 

668 2.52 

ユービーエスエージーロンドンアカウ

ントアイピービーセグリゲイテッドク

ライアントアカウント 

(常代)シティバンク銀行株式会社 

AESCHENVORSTADT 48 

CH-4002 BASEL SWITZERLAND 

(東京都品川区東品川２丁目３番14号) 

583 2.20 

シービーエヌワイデイエフエイインタ

ーナシヨナルキヤツプバリユーポート

フオリオ 

(常代)シティバンク銀行株式会社 

1299 OCEAN AVENUE, 11F, SANTA MONICA, 

CA 90401 USA 

(東京都品川区東品川２丁目３番14号) 

469 1.77 

富士通ビジネスシステム従業員持株会 東京都文京区後楽１丁目７番27号 464 1.75 

ゴールドマンサックスインターナショ

ナル 

(常代)ゴールドマン・サックス証券株

式会社 

133 FLEET STREET LONDON EC4A 2BB, U.K 

(東京都港区六本木６丁目10番１号) 
348 1.31 

株式会社富士通ビジネスシステム 東京都文京区後楽１丁目７番27号 289 1.09 

メイデン 

(常代)株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 

211 CORNICHE STREET.P.O.BOX 3600 

ABU DHABI.UNITED ARAB EMIRATES 

(東京都千代田区丸の内２丁目７番１号) 

227 0.86 

計 － 19,125 72.19 
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（６）【議決権の状況】 

①【発行済株式】 

 （注）上記「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が2,800株（議決権の数28個）含ま

れております。 

②【自己株式等】 

  

２【株価の推移】 

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】 

 （注） 株価は、東京証券取引所（市場第一部）における市場相場であります。 

平成20年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容 

無議決権株式 － － － 

議決権制限株式（自己株式等） － － － 

議決権制限株式（その他） － － － 

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式      289,700 － － 

完全議決権株式（その他） 普通株式   26,191,600 261,916 － 

単元未満株式 普通株式       12,255 － － 

発行済株式総数 26,493,555 － － 

総株主の議決権 － 261,916 － 

平成20年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所 
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株） 

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社富士通ビジネ

スシステム 

東京都文京区後楽一丁目

７番27号 
289,700 －  289,700 1.1 

計 － 289,700 －  289,700 1.1 

月別 
平成20年 
４月 

平成20年 
５月 

平成20年 
６月 

平成20年 
７月 

平成20年 
８月 

平成20年 
９月 

最高（円） 1,287 1,465 1,488 1,467 1,487 1,472 

最低（円） 1,069 1,236 1,382 1,317 1,325 1,308 
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３【役員の状況】 

 前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までの役員の異動は、次のとおりであります。

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日 

専務取締役 

経営全般補佐 

(兼)第二営業本部・公

共営業本部担当 

専務取締役 経営全般補佐 中村 巧 平成20年10月１日

専務取締役 

マーケティング本部長 

(兼)関西営業本部長 

(兼)第三営業本部担当 

(兼)地域営業担当 

(兼)経営企画室担当 

(兼)広報ＩＲ部担当 

専務取締役 

営業部門担当 

(兼)関西営業本部長 

(兼)マーケティング本

部長 

(兼)経営企画室担当 

(兼)広報ＩＲ部担当 

田村 昭二 平成20年10月１日

常務取締役 

第一営業本部長 

(兼)システム建設本部

担当 

常務取締役 

第一営業本部長 

(兼)第二営業本部長 

(兼)第三営業本部担当

清水 吉治 平成20年10月１日

取締役 第二営業本部長 取締役 第二営業本部副本部長 佐藤 彰 平成20年10月１日
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第５【経理の状況】 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。 

 なお、四半期連結財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府

令」（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第７条第１項第５号ただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表

規則を適用しております。 

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から

平成20年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。 
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１【四半期連結財務諸表】 
（１）【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 7,791 11,312

受取手形及び売掛金 32,666 40,100

有価証券 4,993 5,526

たな卸資産 ※1  12,075 ※1  11,640

預け金 23,847 23,675

その他 2,516 2,573

貸倒引当金 △11 △12

流動資産合計 83,877 94,817

固定資産   

有形固定資産 ※2  2,920 ※2  3,016

無形固定資産 1,013 1,099

投資その他の資産   

投資有価証券 9,409 8,875

その他 7,228 6,936

貸倒引当金 △487 △484

投資その他の資産合計 16,150 15,327

固定資産合計 20,084 19,443

資産合計 103,961 114,260

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 22,666 30,660

その他 7,892 9,824

流動負債合計 30,558 40,484

固定負債   

退職給付引当金 11,508 11,235

役員退職慰労引当金 227 281

固定負債合計 11,736 11,516

負債合計 42,294 52,000

純資産の部   

株主資本   

資本金 12,220 12,220

資本剰余金 11,811 11,811

利益剰余金 38,573 38,525

自己株式 △405 △7

株主資本合計 62,198 62,549

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △531 △289

評価・換算差額等合計 △531 △289

純資産合計 61,666 62,259

負債純資産合計 103,961 114,260
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（２）【四半期連結損益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

売上高 70,594

売上原価 57,578

売上総利益 13,016

販売費及び一般管理費 ※1  11,825

営業利益 1,190

営業外収益  

受取利息 209

受取配当金 8

持分法による投資利益 3

雑収入 39

営業外収益合計 261

営業外費用  

退職給付積立不足償却額 626

雑支出 42

営業外費用合計 669

経常利益 782

特別利益  

貸倒引当金戻入額 1

特別利益合計 1

特別損失  

投資有価証券評価損 58

投資有価証券売却損 0

特別損失合計 58

税金等調整前四半期純利益 725

法人税、住民税及び事業税 243

法人税等調整額 169

法人税等合計 413

四半期純利益 312
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【第２四半期連結会計期間】 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成20年７月１日 
 至 平成20年９月30日) 

売上高 41,677

売上原価 33,829

売上総利益 7,848

販売費及び一般管理費 ※1  5,902

営業利益 1,946

営業外収益  

受取利息 85

受取配当金 0

持分法による投資利益 3

雑収入 13

営業外収益合計 102

営業外費用  

退職給付積立不足償却額 313

雑支出 26

営業外費用合計 339

経常利益 1,708

特別利益  

貸倒引当金戻入額 0

特別利益合計 0

特別損失  

投資有価証券評価損 54

投資有価証券売却損 0

特別損失合計 54

税金等調整前四半期純利益 1,654

法人税、住民税及び事業税 224

法人税等調整額 490

法人税等合計 715

四半期純利益 938
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 725

減価償却費 400

退職給付引当金の増減額（△は減少） 272

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △53

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2

受取利息及び受取配当金 △218

持分法による投資損益（△は益） △3

投資有価証券評価損益（△は益） 58

投資有価証券売却損益（△は益） 0

有形固定資産除却損 3

その他の損益（△は益） 25

売上債権の増減額（△は増加） 7,415

たな卸資産の増減額（△は増加） △435

その他の資産の増減額（△は増加） △182

仕入債務の増減額（△は減少） △7,993

未払消費税等の増減額（△は減少） △604

その他の負債の増減額（△は減少） 64

小計 △523

利息及び配当金の受取額 211

事業再編による支出 △423

法人税等の支払額 △1,218

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,954

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有価証券の取得による支出 △1,998

有価証券の売却による収入 1,498

預け金の預入による支出 △20,000

預け金の払戻による収入 20,000

有形固定資産の取得による支出 △101

無形固定資産の取得による支出 △151

投資有価証券の取得による支出 △1,049

投資有価証券の売却による収入 50

敷金及び保証金の差入による支出 △20

敷金及び保証金の回収による収入 13

投資その他の資産の増減額（△は増加） △7

その他 0

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,765

財務活動によるキャッシュ・フロー  

配当金の支払額 △263

自己株式の取得による支出 △398

財務活動によるキャッシュ・フロー △661

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △4,381

現金及び現金同等物の期首残高 20,015

現金及び現金同等物の四半期末残高 15,634
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】 

  
当第２四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年９月30日） 

会計処理基準に関する事項の

変更 

（1）重要な資産の評価基準及び評価方法

の変更 

たな卸資産 

 通常の販売目的で保有するたな卸資

産については、従来、仕掛品は個別法

による原価法、その他のたな卸資産は

先入先出法による原価法によっており

ましたが、第１四半期連結会計期間よ

り「棚卸資産の評価に関する会計基

準」（企業会計基準第9号 平成18年7

月5日）が適用されたことに伴い、それ

ぞれ原価法（貸借対照表価額は収益性

の低下に基づく簿価切下げの方法によ

り算定）によっております。 

 これによる、当第２四半期連結累計

期間の営業利益、経常利益及び税金等

調整前四半期純利益に与える影響は軽

微であります。 

  （2）サービスビジネス営業費用の計上区

分の変更 

 従来、サービスビジネス営業費用に

ついては、売上原価に計上しておりま

したが、第１四半期連結会計期間か

ら、販売費及び一般管理費に計上する

方法に変更しました。 

 当社グループでは、保守サービス分

野の構造改革として、ハードウェア保

守を担当していた従業員の一部につい

て、サービスビジネス営業への職種転

換を段階的に進めてきました。こうし

た職種転換が終了し、第１四半期連結

会計期間よりサービスビジネス営業に

専従する体制が整備されたため、この

変更を行ったものであります。 

 これにより、従来の方法に比べて、

当第２四半期連結累計期間の売上原価

は579百万円減少し、販売費及び一般管

理費は同額増加しております。 
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【注記事項】 

（四半期連結貸借対照表関係） 

（四半期連結損益計算書関係） 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係） 

当第２四半期連結会計期間末 
（平成20年９月30日） 

前連結会計年度末 
（平成20年３月31日） 

※１ たな卸資産の内訳 

商品及び製品 221百万円

仕掛品 11,823 

原材料及び貯蔵品 30 

※１ たな卸資産の内訳 

商品及び製品 121百万円

仕掛品 11,489 

原材料及び貯蔵品 28 

※２ 有形固定資産の減価償却累計額 4,846百万円 ※２ 有形固定資産の減価償却累計額 4,779百万円

当第２四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年９月30日） 

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額 

従業員給料手当 4,434百万円

従業員賞与 1,525 

退職給付費用 333 

役員退職慰労引当金繰入額 35 

当第２四半期連結会計期間 
（自 平成20年７月１日 
至 平成20年９月30日） 

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額 

従業員給料手当 2,182百万円

従業員賞与 749 

退職給付費用 155 

役員退職慰労引当金繰入額 16 

当第２四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年９月30日） 

現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係 

（平成20年９月30日） 

現金及び預金勘定 7,791百万円

有価証券勘定 4,993 

預け金勘定 23,847 

償還期間が３ヶ月を超える債券 △997 

預入期間が預入日から３ヶ月を

超える預け金 

△20,000 

現金及び現金同等物 15,634 
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（株主資本等関係） 

当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至

平成20年９月30日） 

１．発行済株式の種類及び総数 

 普通株式 26,493,555株 

２．自己株式の種類及び株式数 

 普通株式   289,763株 

３．配当に関する事項 

(1）配当金支払額 

（2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間末後となるもの 

４．株主資本の金額の著しい変動 

 第１四半期連結会計期間において、資本効率の向上を図るとともに、機動的な資本政策を遂行するため、信

託方式による東京証券取引所での市場買付けにより、自己株式398百万円（普通株式284,200株）を取得しまし

た。 

（セグメント情報） 

【事業の種類別セグメント情報】 

 当社グループは、情報通信分野におけるシステムインテグレーション及びサービスの提供を行う単一の事業活動

を営んでいるため、該当事項はありません。 

【所在地別セグメント情報】 

 本邦以外の国または地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。 

【海外売上高】 

 海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。 

（決議） 
株式の種類 

配当金の総額
（百万円） 

配当の原資 
１株当たり配
当額（円） 

基準日 効力発生日 

平成20年５月23日 

取締役会 
普通株式 264 利益剰余金 10 平成20年３月31日 平成20年６月９日

（決議） 
株式の種類 

配当金の総額
（百万円） 

配当の原資 
１株当たり配
当額（円） 

基準日 効力発生日 

平成20年10月29日 

取締役会 
普通株式 235 利益剰余金 9 平成20年９月30日 平成20年12月１日
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（有価証券関係） 

  当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日） 

  その他有価証券で時価のあるものが、事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前連結会計年度の末

日に比べて著しい変動が認められます。 

（デリバティブ取引関係） 

 当社グループは、デリバティブ取引を全く行っておりませんので該当事項はありません。 

（１株当たり情報） 

１．１株当たり純資産額 

２．１株当たり四半期純利益金額 

 （注） １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

（重要な後発事象） 

 該当事項はありません。 

２【その他】 

平成20年10月29日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。 

① 中間配当による配当金の総額……………………235百万円 

② １株当たりの金額…………………………………９円00銭 

③ 支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成20年12月１日 

 （注） 平成20年９月30日現在の最終の株主名簿及び実質株主名簿に記載又は記録された株主又は登録株式質権者

に対し、支払いを行います。 

  取得原価（百万円） 
四半期連結貸借対照

表計上額（百万円） 
差額（百万円） 

(1）株式 303 222 △81 

(2）債券 3,686 3,668 △17 

(3）その他 5,740 4,962 △777 

合計 9,730 8,853 △876 

当第２四半期連結会計期間末 
（平成20年９月30日） 

前連結会計年度末 
（平成20年３月31日） 

１株当たり純資産額 2,353.36円 １株当たり純資産額 2,350.47円

当第２四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年９月30日） 

当第２四半期連結会計期間 
（自 平成20年７月１日 
至 平成20年９月30日） 

１株当たり四半期純利益金額 11.89円 １株当たり四半期純利益金額 35.83円

 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

  
当第２四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年９月30日） 

当第２四半期連結会計期間 
（自 平成20年７月１日 
至 平成20年９月30日） 

四半期純利益（百万円） 312 938 

普通株主に帰属しない金額（百万円） － － 

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 312 938 

期中平均株式数（株） 26,272,741 26,203,843 

2008/11/13 11:11:0808506298/株式会社富士通ビジネスシステム/四半期報告書/2008-09-30



第二部【提出会社の保証会社等の情報】 

 該当事項はありません。 
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  独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成20年11月12日

株式会社富士通ビジネスシステム 

取締役会 御中 

新日本有限責任監査法人 

 
指定有限責任社員
業務執行社員   公認会計士 太田 周二  印 

 
指定有限責任社員
業務執行社員   公認会計士 池上 玄   印 

 
指定有限責任社員
業務執行社員   公認会計士 角田 伸理之 印 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社富士通

ビジネスシステムの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成20年７

月１日から平成20年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る

四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算

書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立

場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。 

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析

的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社富士通ビジネスシステム及び連結子会社の平成20年９月30日

現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半

期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め

られなかった。 

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

以 上 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。 

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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